


























































20 山 地 範 明
の連結が問題となり、SPEの連結にあたっては議決権の所有によらない支
配概念を適用する必要が生じたのである2）。


















































































































































tity model）、②共通支配モデル（common control model）、③リスク・経済
価値モデル（risks and rewards model）という３つの考え方がある（IASB/




















































































ての Q&A」Q13, A :（3）参照。特別目的会社の連結と金融資産の消滅の認識について
は、威知（2015）、pp. 2125を参照。
12）威知（2015）、p. 142。
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